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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 7 月13 日の平成18 年3 月期第 1 四半期財務・業績の概

況発表時に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．平成 18 年3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成17 年 4 月1 日 ～ 平成 17 年9 月 30 日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 17 年7 月 13日発表） 

11,234 1,063 298 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,575 920 215 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 341 △ 143 △ 83 

増 減 率             3.0％ △ 13.5％ △ 27.9％ 

（ご参考） 
前期（平成 16 年 9 月中間期）実績 

11,213 1,043 599 

（注）当期純利益の予想には、減損会計適用による減損損失額が前回発表予想に500 百万円、今回

修正予想に 490 百万円含まれております。 

 
２．平成 18 年3 月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日 ～ 平成17 年 9 月30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 17 年7 月 13日発表） 

10,920 994 288 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 11,065 750 153 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 145 △ 244 △ 135 

増 減 率             1.3％ △ 24.5％ △ 46.9％ 

（ご参考） 
前期（平成 16 年 9 月中間期）実績 

10,646 945 573 

（注）当期純利益の予想には、減損会計適用による減損損失額が前回発表予想に 500 百万円、今回

修正予想に 490 百万円含まれております。 

 

 

 

 

 

 



 

３．修正の理由 

売上高については、国内企業の業績改善から民間需要が回復し、連結・単体ともに若干計画を

上回る見込みとなりました。 

利益面については、大型物件の一部で低利物件が発生したことや、工場増築に伴う一時費用の

発生、原材料の値上げ等から売上総利益率が連結2.0ポイント、単体2.2ポイント計画比低下し、

また販売費及び一般管理費についても経費節減に努めましたが、予算を上回る結果となり、今回

当初予想を修正するものであります。 

通期業績予想につきましては、下半期は一時費用等が発生しないこと及び下半期は上半期の

35％増の売上高計画であり、増産効果により利益率は前年同期を確保する計画であります。これ

らのことから通期業績予想については、業績予想値は変更いたしません。 

 
平成 18 年 3月期通期業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

連 結 26,627 2,821 1,314 

単 体 26,000 2,600 1,220 

 

＊業績予想につきましては、現時点において合理的と判断するデータに基づいて作成しており、

様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

 
以  上 


